
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できなかったことができる喜びに勝るものなし 
校長 三和 史朗 

７月に入り、水泳学習が始まりました。プールでの学習が終わり、学校に

戻ってきて給食を食べている時に学級に行くと「泳げるようになったよ！」

とか「深くもぐれたよ！」と嬉しそうに教えてくれます。指導してくれる担

任の先生に授業の様子を聞くと、上の学年の子が「がんばれ！」と励ました

り「できたじゃない！」とほめてくれたりするので、とても自信がついてき

ていて、子どもたちのやる気がとても高い、と教えてくれました。2学年ず

つの単位で学習することで、教え教わり、励まし励まされの関係が、子ども

たちにとって、自信とやる気につながるのだと、強く感じました。 

「今日、子どもたちが協同でできることは、明日、彼らは一人でできるよ

うになる」これは、有名な心理学者ヴィゴツキーの言葉です。1962年に言

われたこの言葉は、前述の水泳学習に見事に現れているのではないでしょう

か。励まされてできるようになった水泳は、きっと明日は励まされなくても

できるでしょう。そして、また新しい技術を励まされながら身につけてとい

うステップで、子どもたちは様々な能力を習得していくのです。 

余談ですが、日本で水泳学習が必須になったのは、1955 年（昭和 30

年）の紫雲丸事故（諸説あります）と言われています。瀬戸内海の岡山県宇野－

香川県高松間を結ぶ連絡船が沈没し、小学校の修学旅行生を含む１６８人が

死亡したのです。2014 年に韓国のセウォル号が沈没し、乗客・乗員２９９

人が死亡した時も、韓国では水泳学習がほとんど行われていなかったことが

報道されたのは記憶に新しいですね。楽しみながら身につけている水泳です

が、実は自分の命を守る大事なスキルでもあるのです。 

 

８月行事予定 
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5年宿泊学習 

学校教育目標 

                         「輝きを未来に」 

                      ○自ら学ぶ子 ○思いやりのある子 

                      ○最後までやりぬく子 ○体をきたえる子 

令和５年７月２４日 
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6年修学旅行 
６月 28 日（水）～29日（木）は函館方面への 6年生の修学旅行が行われました。天

候が心配されましたが、無事に雨に降られることもなく、函館山からの夜景を楽しむこと

もできました。事前に計画していた通り、自主研修などを行うこともでき、充実した修学

旅行になりました。 

 

水泳学習 

 今年度も 7月 10 日（月）の 5・6年生から水泳学習が始まりました。1

・2年生は 4回、3～6年生は 3回の学習を予定しています。村教育委員会

社会教育係の岩谷さんが、以前水泳のインストラクターをしていたと

いうこともあり、可能な範囲で指導のお手伝いをしてくれています。

より専門的な指導を受けて、泳力の向上につながることと思います。 

 

参観日・教育相談 
 7月 11日（火）に参観日がありました。お忙しい中、たく

さんの保護者の方に参観いただきありがとうございました。

また、この日から教育相談も始まりました。1 学期のお子さ

んの学習の様子や生活の様子についてお話をさせていただき

ました。24 日（月）に配付される「あゆみ」とあわせて、夏

休みの学習などに活用していただければと思います。 

 

夏季休業中の電話対応・学校閉庁日 

夏季休業中の電話対応については 8：00～16：30となります。それ以外の時間につ

いては留寿都村教育委員会へ転送されます。また、8月 9日（水）10日（木）14日（月）

は学校閉庁日となります。職員は出勤せず、電話についても休日と同様に終日転送の対応

となりますので、ご承知おきください。 

 

久保田亜沙里学習指導員が 7月末で退職となりました。コロナ対策予算終了のためです。 

留寿都村教育委員会

Instagramです。 


